
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

～四万十川の百名花～ 

 

清流四万十川は、水質だけでなく、そこに人々の暮らしが結びついていたり豊かな自然が残っていたりするか

らこそ素晴らしい。そういった話をよく耳にする。しかし、具体的に人々の暮らしがどんなものであるかとか、

豊かな自然とはどういったものか、というのは一般の人にとってなかなか理解しがたいものでもあると私は考え

る。おそらく、自分の経験や考えに結びつき、“そういうことか！”と感じるまで、思考は幽体離脱のように自

分とはちょっと遠いところでぐるぐる回るのであろう。 

そこで、四万十川の豊かな自然について少しでも身近に感じてほしいという願いを込めて、今月号では四万十

川のお花を追い続けている男性を取材することにした。 

 

 

四万十市役所にお勤めの杉村 和男さん。 

四万十川に限るわけではないのだが、お花を追い続けてもう 25 年になるという。  

財団のＨＰで紹介している旬のお花についてもこの方から写真や情報の提供を受

けており、その種類は半年でもう１5０種類を超えている。つまり、四万十川には

それだけたくさんのお花が咲いているということである。 

そんなたくさんのお花の中から、四万十川を象徴する花や珍しい花 100 種類を厳

選して「四万十川百名花」として一覧にしてくれているので是非一度ご覧いただ

きたい。（こちらをクリックしてください ⇒ 四万十川百名花） 

 

百名花の中でも特に四万十川を象徴するトサシモツケ・シチョウゲ・オオクサボタンの３つについてだけ紹介し

ようと思う。 

              

              ●トサシモツケ（四万十川百名花の 24) 

四万十川、徳島県の那珂川、勝浦川だけに分布する四国固有種。河川の岩場に

生え、多種との競合を嫌います。以前は、絶滅の心配など無いと思うくらい無

数に生えていましたが、これが油断となって、竹ヤブが陸地から河岸へと広が

り本種の自生地を圧迫して、ほとんど無くなっています。 

 

 

●シチョウゲ（四万十川百名花の 34） 

四国では、四万十市～四万十町大正までの四万十川及び梼原川だけに分布します。 

川岸、河原の岩場に生える小低木。トサシモツケとよく混生して、四万十川の代 

表的な植物。この時期、四万十川には多くの観光客が訪れますが、花が小さいた 

め（長さ１cm 程度）に目を向ける人はありません。 

 

 

              ●オオクサボタン 

四国では四万十川流域だけに分布し、牧野富太郎博士によって四万十市麻生で

発見され世に知られることになった、四万十川の代表的な植物。葉は三出複葉

で名前のとおりボタンに似ますが、学（属）名は、Clematis （クレマチス）で、

同名の園芸種によく似ます。林縁に生え、10 月頃、薄紫色の花を咲かせます。

花後の果実も白髭のようになって、よく目立ちます。 
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１つの成功は 1000 の失敗から 

 
 さて、杉村さんが撮影されているお花はどんな場所に咲いているとあなたはお考えになるだろうか。こんなに

きれいな写真を撮るにはきっと人には教えられないような特別な場所があるのだと、私は思っていた。 

しかし、実際はこんなところなのである・・・！ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 杉村さんとの取材では、狭い道や山道をひたすら走り、途中いろんなところで車は停車する。本当にその辺り

に咲いている花を探しては写真を撮っていくという感じだ。写真を撮るためには、獣道を作るかのように草をか

き分けたり、寝そべって良い位置を探したり、背景にどんな植物があるかを見たりと、いろんな工夫が凝らされ

ている。そして、ひとつの写真を撮るためには 20 分程度の時間が必要で、それでも納得する１枚はなかなか撮

れないらしい。「花は事務的な記録には付き合ってくれず、気まぐれに自分の咲きたい時に咲きたい場所で咲く。

だからたくさん足を運ばないと成功を手に入れることはできない。」と杉村さんは熱く語る。それと同時に、「こ

んな道端にも実は珍しい花が咲いていたりする。ただ、眺めてこの花ってなんだろう？そう思うことだけでも、

花や自然に目を向ける大きなきっかけになる」ということを私に教えてくれたように思う。 

 10 月は四万十川流域だけに分布するオオクサボタンが咲き始める。まずはこの花を探してみることから始め

るのもいいかもしれない。 

 

 ちなみに、素人の私が撮った写真と杉村さんの写真ではこんなにも差が出る。ちょっと残念だが、それはそれ

で、上手く撮りたいという気持ちが生まれ、それがまた私にお花への興味をかきたてるのである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講生募集中！平成 25 年度 四万十樵養成塾！！ 
 

山の手入れに興味のある方、チェーンソー手帳取得をご希望される方、もちろん未経験の方も大歓迎！ 

チェーンソーの使い方や間伐の仕方を基礎からじっくり学ぶことが出来ます。 

マンツーマンの指導で安心・安全。受講生にはチェーンソー手帳を発行します！ 

この機会に皆さん是非チャレンジしてみませんか！ 

  

    日時  平成 25 年 11 月 29 日（金）～ 12 月１日（日） ２泊３日 

    場所  高知県高岡郡津野町船戸  せいらんの里とその周辺の民有林 

    募集  20 歳以上の健康な方 10 名程度 

    

              詳しくは当財団までお問い合わせください！ 

ちょっと一息～四国カルストの牛～武市撮影 杉村さん撮影 


